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新世代ネットワークの実現に新世代ネットワークの実現に
向けたアプローチ向けたアプローチ
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新世代ネットワークの推進に新世代ネットワークの推進に
向けた３本柱向けた３本柱
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I 新世代ネットワーク研究開発戦略本部の設置（2007/10/01）

NICT内の施策

II 新世代ネットワーク推進フォーラムの設立（2007/11/06発足）

ALL Japanとしての施策

III ネットワーク実験のためのネットワークの構築

（JGN2⇒JGN2plusへ）

実証実験の推進
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新世代ネットワーク推進フォーラム新世代ネットワーク推進フォーラム
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幹事会幹事会

新世代ネットワーク推進委員会
委員長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

新世代ネットワーク推進委員会
委員長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

総 会
会 長 齊藤忠夫（東京大学名誉教授）
副会長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

伊藤泰彦（ＫＤＤＩ副社長）
宇治則孝（ＮＴＴ副社長）

総 会
会 長 齊藤忠夫（東京大学名誉教授）
副会長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

伊藤泰彦（ＫＤＤＩ副社長）
宇治則孝（ＮＴＴ副社長）

研究開発戦略ワーキンググループ研究開発戦略ワーキンググループ

テストベッドネットワーク推進ワーキンググループテストベッドネットワーク推進ワーキンググループ

アセスメントワーキンググループアセスメントワーキンググループ

企画推進ワーキンググループ企画推進ワーキンググループ

欧米アジアとの国際連携の推進

基礎研究から応用までの研究開発戦略の検
討

新世代ネットワークの社会・経済的側面の検
討

テストベッドネットワーク、実証実験等の推進

新世代ネットワークのビジョン共有・発信、啓
発活動



© NICTUniversal Communications

ALLALL JAPANJAPAN体制による研究開発の推進体制による研究開発の推進
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新世代ネットワーク研究開発戦略本部

戦略ワーキンググループ （研究開発戦略を策定）

・
研
究
委
託

・
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド

戦
略
を
指
針
と
し

た
研
究
開
発

研究開発戦略の検
討

社会・経済的側面の
検討

実証実験等の推進

ビジョン共有・発信、
啓発活動

欧米アジアとの国際
連携の推進

産学官の英知を結集

積極的に参画

活動をリード

異分野の知見

を戦略に反映

戦略の提示

啓発活動

参画

参
画

新世代NWアドバイザリー会議

戦略本部での研究開発戦略の検討に、産業
界の観点から意見を入力

参
画

助
言

産学官連携の場

方針共有の場

研究部門・
連携部門

民間企業・大学等
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戦略本部を中心とした戦略本部を中心とした
新世代新世代NWNWに関する研究推進方策に関する研究推進方策

M. Murata 5

ＮＩＣＴ
新世代ネットワーク研究

開発戦略本部

ＮＩＣＴ
新世代ネットワーク研究

開発戦略本部

総務省、CSTP

新世代NW推進フォーラム

政策の提言

社会への発信

F大学

ＣＯＥ/ＮＯＥ/連携拠点

諸
外
国
の
研
究
機
関

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

Ｆ企業

Ｅ大学

テスト
ベッド

委託研究

Ａ大学

Ｂ企業

Ｃ大学Ｄ企業

有望技術の加速
プロトタイプの作成等

研究開発を先導
コンセプトの提示

多様なアイデアの集積
実ネットによる検証

共同
研究

連携機能

自ら
研究

• 基本的考え方
– 戦略と設定目標に基づく研究開

発

• NICTが果たすべき役割

– 研究の方向性および研究レベル

において連携研究機関を先導

– NICTが有する研究ファンドおよ

びテストベッドを効果的に提供

– グローバル化への対応

• 推進方策
– 産学の研究リソースを集約

– 戦略に基づき多様な研究施策を

推進

– 研究者および組織間の連携機能

を提供し協調と競争を促進

– ICT人材育成
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目標: 新世代ネットワーク設計図
・現在のしがらみに捕われない。 ・白紙から理想を追い求める。 ・その後で現在からの移行を考える。
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2006年度 2011年度 2016年度～

- a small light in the dark pointing to the future -

自主研究（例：A K A R I   P R O J E C T）
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委託研究（例：ダイナミックネットワーク）

ｻﾌﾞﾃｰﾏ1： 構造設計・構築・制御に関わる課題 ｻﾌﾞﾃｰﾏ2 ：ディペンダビリティ確保に関わる課題

実ネットワークB

実ネットワークA

実ネットワークC

実ネットワークD
仮想的な

ネットワーク＃２

仮想的な

ネットワーク＃1

センサー
ネットワーク

資源／エンドシステム

実ネットワーク

ｵｰﾊﾞｰﾚｲ
ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｱﾌﾞﾘｹｰｼｮﾝ・
ｻｰﾋﾞｽ

課題ア：ｽｹｰﾗﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ構造最適化に関する技術

課題ウ：利用者・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ指向の制御に関する技術

課題オ：異種ネットワーク連携に関する技術

課題キ：ｵｰﾊﾞｰﾚｲﾈｯﾄﾜｰｸのセキュリティに関する技術

課題カ：ﾈｯﾄﾜｰｸ品質の適応型制御、及び耐障害に関する技術

課題イ：実時間ストリーミング指向の制御に関する技術

課題エ：大規模資源の管理・制御に関する技術
課題ク：サービスプラットフォームの構築に関する技術

【概 要】
・期間 Ｈ１９～Ｈ２２
・目標 以下の機能を持つネットワークを実現。
・利用者の常に変化する要望や通信環境に対応してダイナミックに最適なサービスを提供
・センサなどの微細データから高精細動画などの重量級データに対し高品質、高効率を提供
・障害や輻輳の検出やそれらを検出した場合にでも回線の持続性を確保
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テストベッド（JGNII → JGN2plus）

JGN2plus
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我が国における研究開発体制のありかた我が国における研究開発体制のありかた

「All Japanによって世界を先導」

「我が国の強みを生かす」

「世界に通用する人材の育成」

「産官学の有機的連携による先進技術の開発」

「競争的資金の効率的な活用」

9
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戦略WGにおける取組

検討項目

新世代ネットワークのビジョン策定
社会的、経済的効果

研究開発、標準化推進の枠組み
– 従来方策の分析
– 国内外の戦略分析
– 新世代ネットワークにマッチした推進方策の検討

R&D戦略
– 技術戦略（ロードマップ作成）
– （自ら研究戦略）、委託研究戦略
– テストベッド戦略、フィールドトライアル戦略
– 標準化戦略、技術化移転戦略、実用化、導入戦略
– 人材育成戦略

NICTの戦略的役割
– 総務省への政策提言
– 外国機関との国際連携戦略

10
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戦略策定における５つのチャレンジ戦略策定における５つのチャレンジ

社会問題解決型からビジョン先導型へ

技術の目利きに裏付けされた戦略策定

予算のしがらみに縛られない戦略策定

OJTによる問題点の把握

戦略策定自体、人材育成

11
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新世代新世代NWNWビジョンの３つの視点ビジョンの３つの視点

12

基本ビジョン
現在の社会問題を解決して、持続的発展可能な新しい世紀の
構築に資するネットワークの実現を目指す

基本ビジョン
現在の社会問題を解決して、持続的発展可能な新しい世紀の
構築に資するネットワークの実現を目指す

少子高齢化

食糧問題
• 文化的多様性の尊重

• 先進国と発展途上国の新しい協調

石油枯渇

都市と地方の格差

• 環境負荷を極小化する持続発展な社会システム

• Quality of Lifeの向上

• 人類の叡智の増進

• 安心安全な社会

１．地球文明の新しい形での発展（Inclusion)

３．新しい社会システムの構築 (Minimize the Negatives)

２．新しい価値観の創造
(Maximize the Potential)

ディジタルディバイド

情報爆発

文明の衝突

CO2増大

東京一極集中
ネットワーク技術
にブレークダウン
・技術要件
・ロードマップ

ネットワーク技術
にブレークダウン
・技術要件
・ロードマップ

発展途上国の人口急増

自然災害
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文化的多様性の危機
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National Virtual Translation Center (USG) Languages of the Internet 
http://www.cybertelecom.org/data/content.htm
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新世代ネットワークビジョン新世代ネットワークビジョン
～目的／価値観～～目的／価値観～

目的

– 【Negative Minimization】 社会的問題の解決に資するネットワーク

• 安全安心な生活

• 環境問題を含む持続可能な社会

• 災害時、非常時にも信頼できる

– 【Potential Maximization】 人の、社会の潜在能力を開花させ、新たな価値を創
造する基盤技術。

– 【For the Future】 現状の情報通信アーキテクチャにとらわれずに構築する将来
の社会基盤となるネットワークである

価値観

– 【Quality of life】生活の質

– 【Inclusion】多様性の許容

• 文化的、地理的、個人などの多様性を許容しつつ、共存可能とする

– 【Innovative】イノベーション

• 世界をリードする存在への飛躍

14
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新世代新世代NWNW戦略戦略WGWG戦略策定方針戦略策定方針
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ビジョンビジョン 技術要件技術要件

実現サービ
ス例

実現サービ
ス例

研究開発項
目

研究開発項
目ビジョンビジョン 技術要件技術要件

実現サービ
ス例

実現サービ
ス例

研究開発項
目

研究開発項
目

技術戦略技術戦略

研究資金戦
略

研究資金戦
略

海外＆標準
化戦略

海外＆標準
化戦略

テストベッド
戦略

テストベッド
戦略

人材育成戦
略

人材育成戦
略

技術ロード
マップ

技術ロード
マップ

技術要件技術要件

実現サービ
ス例

実現サービ
ス例

研究開発項
目

研究開発項
目ビジョンビジョン

ビジョンを実現する複数の技術要件を串刺しにして提示する
安心安全
エネルギーコンシャス
コンテキストアウェア
仮想・現実空間融合、……………、少子高齢化、食糧問題、都市格差、……
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社会的視点からの社会的視点からの
新世代ネットワークへの接近新世代ネットワークへの接近

各社会問題におけるICT技術の適用可能性と新世代ネット
ワークへの要件を抽出・適用イメージの創出

16

社会的貢献分野 具体的項目

1 エネルギー対策・環境負荷 ・省電力化技術の調査
・環境汚染の予知/検出/通知、環境変化の検出

2 災害 ・災害の予知/検出/通知

・データの保護方法

3 医療 ・健康状態管理
・遠隔医療/手術

4 食糧 ・食糧自給率向上
・安全な食糧確保

5 安心・安全 ・防犯 / 事故防止

・セキュアなネットワーク

6 格差 ・都市と地方の格差、雇用の拡大
・情報・知識の共有

7 少子高齢化 ・健康の維持管理
・介護、保育支援

8 グローバル化 ・グローバルな移動、コミュニケーション支援
・多様性の維持
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新世代ネットワークビジョン新世代ネットワークビジョン
～未来イメージ～～未来イメージ～

社会インフラとしての新世代ネットワーク

– スケーラブルなネットワーク

• 新しい機能を持った端末やアプリケーション/サービスにアーキテクチャの変更無しに対応できる

– 止まらないネットワーク

• 既存の電気や水道管などの社会インフラと同等の信頼性や、情報の重要度に応じたセキュリティを有する、止まら

ないネットワークを実現する

– グリーンなネットワーク

• 持続的発展可能なICT社会のために環境負荷を極小化する

• 常時電源ONでも電力消費を押さえつつ、リアルタイムに通信できる

新たな価値を創造する新世代ネットワーク

– リアルとバーチャルがシームレスにつながるネットワーク

• 実世界のデータベース化によるバーチャルな世界と実世界をつなぎ、ユーザに有益なサービスを提供する

– サービスを持ち歩ける

• ユーザが各自の場所や状況に応じて、使い慣れた操作法で端末を使用でき、サービスの提供を受けることが出来

る

– 生活や社会に溶け込むネットワーク

• センサーが屋内外に配置され、人びとの生活をサポートする。インターフェースが発達し、専門知識やスキル無しに

ネットワークを活用できる。

– あなただけのインターネットを提供

• 世界で１つの自分専用メールアドレス、Webサービス、インターネット環境を提供。世界中どこへ行っても同じ環境で

楽しめる。

17
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今後に向けて今後に向けて

【社会的視点】

– 社会問題・未来イメージからのビジョンへの接近

【技術的視点】

– 技術動向、技術的可能性の俯瞰と掘り下げ

【合意形成】

– ビジョンの共有。ガバナンスを正常に

【ロードマップ】

– ロードマップを策定する

【戦略性重視】

– ICT分野、特にネットワーク分野における戦略的視点の重要性を十
分に反映

18
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検討プロセスと今後の進め方検討プロセスと今後の進め方

技術トレンドから見たロードマップを作成

ビジョンに合わせて要素技術をパッケージ化

強み・弱み分析に合わせた戦略を加味して精査

技術戦略として内容を深堀り、体系化

19

ビジョンビジョン 技術戦略技術戦略

シーズ志向の
技術ロードマップ

シーズ志向の
技術ロードマップ

ビジョンビジョン
ビジョンビジョン

ロードマップ
パッケージ

ロードマップ
パッケージ

ロードマップ
パッケージ

ロードマップ
パッケージ

ロードマップ
パッケージ

ロードマップ
パッケージ 技術戦略技術戦略

技術戦略技術戦略

Phase 1 Phase 2 Phase 3

Now

精査・フィードバック
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新世代新世代NWNW技術の５つのチャレンジ技術の５つのチャレンジ

Network Science← ①Complexity Challenge

Green ICT← ②Energy Challenge

Virtualization ← ③Heterogeniety Challenge

Service Engineering ← ④Value-Creation Challenge

Built-in Security & Operation ← ⑤Autonomicity Challenge
20

S
S/E

E
S/E

E

新世代
NW技術

② Energy-Conscious① Scale-Free

③ Heterogeneous

④ Valuable
⑤ Sustainable

NICT’s
Main
Contribution

明るい未来社会
イメージ

ロードマップパッケージのイメージ
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技術ロードマップの最終イメージ技術ロードマップの最終イメージ

21

技術
ロードマップ

マーケット

社会変曲点 少子高齢化、グリーン対応、
BRIC’s、

ヘルスケアシステム

ユビキタスヘルスケアシステム

XXXX XXXX

XXXX

XXXX XXXXX

XXXX XXXX

ビジネスダイナミクス技術

システム構築技術

知的データ処理技術

ディペンダブルネットワーク技術

XXXXX XXXX

XXXX XXXXX
ユビキタスHWインフラ技術

XXXXX

XXXX

2010 2015 2020


